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郷土芸能部門 （伊那市開催） 

郷土芸能部門は、長野県の加盟校が少なく運営が困難だったため、上伊那地区の高校生

（公立高校８校＋伊那西高校）が組織を作り運営、開催されました。（サポーターとしては

下伊那の高校にも依頼）本校の生徒も、実行委員やサポーターとして運営に携わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録写真の撮影 

 

 

                                     

                            ビデオ撮影 

 

駒工の生徒・職員は 

記録係、搬出入係、駐車場係などで

携わりました。運営スタッフは毎日

3５0人ほど集まり、観客も伊那文

化会館が満席となりました。 


